
要望

未定

特になし

防火対策

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない

県指定の主屋は鉄筋コンクリート造の地階の上に木造平屋が建
つ構造で強固である。ただし昭和3年築につき万全とはいえない。

今後の予定
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①対策の現況

② ①の回答が
　　Ａ、Ｂの場合

Ａ：実施済 Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施
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代表者
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奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

公益財団法人吉野山保勝会　　事務局長前田宗宏氏、　米田聖子氏

日

吉野山保勝会（阪本仙次別邸白雲荘）

年2018 8 月 1 記入者 亀田幸英

所在地

調査対象先

電話番号 0746-32-1877吉野郡吉野町吉野山2289番地の1

鈴木 仲谷

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

橋詰

地震対策

大谷 小倉 亀田

対象文化財

彫刻

建造物

県指定：

県指定：

国宝：

今後の予定

①対策の現況 Ａ：実施済

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

対策の経緯、
内容

消火器は5ヶ所に設置済み。火災報知器はあるが通報システムには
なっていない。

今後の予定
システム化する費用は約800万円必要。県への要望や資金集めを検
討中。

要望 県へ約半分の資金要望中。

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない

要望

今後の予定

Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

② ①の回答が
　　Ａ、Ｂの場合



主屋の外壁にある消火器とバケツ 【調査票記入者（亀田幸英）の感想】

県指定文化財として5棟（主屋、茶室、寄付、表門、管
理棟）。築90年以上だが保存は良好。防火対策として
県に資金要望中。主屋や茶室は趣のある建物で展望
も絶佳に付ゆっくりと過ごしたい場所である。

獣害・白アリ等の対策

①獣害等被害 Ａ：経験あり Ｂ：経験なし

② ①の回答が
　　Ａの場合

どのような
被害か

鹿やムササビが入った形跡はあるとのこと。シロアリの被害は特に目
立っては無い。（主屋の側通り外柱にシロアリの古い穴が見られる程
度）

③今後

主屋の地階部分はコンクリート造 主屋（手前は広縁、奥は九畳間の客間）

調査対象先 吉野山保勝会（阪本仙次別邸白雲荘）

奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

杉皮葺の表門入口 茶室の屋根は軽量化されて地震に強い

今後の予定、
要望

特に対策はなし。


